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在、研究の在り方は、好奇心駆動型から使命

誘導型へと変容し、農環研と都道府県の研

究機関が連携することによって、早期の研究成果が求

められています。この連携においては、研究成果のみ

ならず、研究員の資質向上や新たな研究の方向が見

出される等の効果もあります。

　千葉県では農業振興や県民の豊かな生活を技術開

発の面から支援するために「試験研究推進方針」を

策定して、生産力の強化、環境への調和、資源の維持

増大と多面的機能の保全、オリジナル品種の育成、多

様な担い手を支援し経営を強化する5つの方針を策

定し、研究管理、プロジェクト研究、産・学・官の連携、

知的財産の管理や研究者の資質向上等を掲げて研究

を推進しています。この中で独立行政法人との研究交

流や専門分野における情報交換を積極的に進めるこ

ととしており、農環研とは土着天敵の利用や土壌消毒

法の開発等の共同研究を実施し、農家に役立つ成果

を挙げてきました。この共同研究では、当センターの

資質向上という連携効果がありました。県の研究者

には、科学的手法を備えていることに加えて、研究の

社会的な波及性を考える力、さらに基礎的な研究を

行う専門家と農家を仲立ちする説明力、技術を普及さ

せる時に生じる障壁いわゆる「魔の川」の克服力が求

められています。また、行政や普及に異動するロー

テーションがあることから、短期間で研究能力を高め

ることや専門家の人脈を構築することが必要となって

います。これらは、一朝一夕に培われるものではあり

ませんが、農環研との共同研究や共催した講演会で

は、新しい研究手法や分かりやすい発表方法が得ら

れたとともに、研究者の仲間づくりができ、大きな財

産になりました。

　さらに、連携効果を生み出す農環研の指導力にも

期待しています。国内で唯一土壌インベントリを有す

る研究機関として、土壌調査法の研修等は継続をお

願いします。また、放射性物質に関する知見に基づく

提言や指導は、農産物の安全性を確保するために今

後も重要な活動です。超低カドミウム水稲は、食の安

全を目指す農家が自信を持って農業に取り組める品

種の育成になるものと期待しています。最近では、科

学と社会の関係において、科学は必要であるが科学

だけでは解決しえない問題も提起されています。農薬

及び肥料による環境汚染や、開発した技術のリスクの

評価・管理にかかわる研究では、科学者の社会的責

任や研究者倫理についても連携して考えていく必要

性を感じています。すなわち、1918年のノーベル賞に

つながったハーバー・ボッシュ法が、窒素肥料を製造

する夢の技術である反面、爆薬も製造できる負の側

面があったように、現代において開発された技術が有

する功罪の見極めは、研究者の正義によってしっかり

と検討されなければなりません。

　結びに、農環研には、土、水、大気、化学物質にか

かわる基礎研究とそれを統合して農業と環境の法則

を明らかにする使命を果たし、わが国の農業研究を

リードすること、さらには都道府県の研究機関との連

携を深め、win-winの効果をあげることに期待をして

います。

農環研に期待する連携効果

金子  文宜千葉県農林総合研究センター　センター長
（独）農業環境技術研究所　評価委員

現
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コメに含まれるカドミウム

　2012年3月、富山県神通川流域において33年に及

ぶカドミウム（Cd）汚染土壌の復元事業が終了したと

いうニュースがありました。神通川流域で発生した「イ

タイイタイ病」は、飲料水やコメ等の農作物に含まれ

る高濃度のCdが体内に蓄積したため、発症しました。

我が国では、このような健康被害が二度と起こらない

ように、1970年に食品衛生法によってコメのCd濃度

を厳しく制限しました（玄米で1mg/kg未満）。その一

方、基準値を超える地域では、土壌の復元事業が実

施され、これまで長い年月と莫大なコストが費やされ

てきました。一方、国際食品規格委員会（コーデック

ス委員会）では、コメに含まれるCd濃度の国際規格基

準値を0.4mg/kg以下と定め、日本でもこの基準値に

合わせて、2011年2月に、従来の1.0mg/kg未満から

0.4mg/kg以下に法改正しました。そのため、生産現

場からはコメにCdを蓄積しない水稲品種の開発が期

待されています。

低カドミウムコシヒカリ

　私たちの研究グループが、低Cd品種を開発するた

めに着目したのは、主に花き園芸植物の品種改良（花

色の変異など）に利用されているイオンビーム照射に

よる突然変異育種法です。イオンビームとは、水素イ

オンや炭素イオンなどを加速器（サイクロトロン）を

使って高速に加速させたものをいい、医学、工学、農

学分野において幅広く利用されています。イオンビー

ム照射による育種の特徴は、目的の特性のみを効率

よく変化させるワンポイント改良にあります。また、最

大と言える利点は、得られた作物は遺伝子組換えでな

いため、生産現場への導入が即可能なことです。

　私たちはまず、（独）日本原子力研究開発機構高崎

量子応用研究所のサイクロトロンを使って、コシヒカリ

の種子にイオンビームを照射し、変異を与えました。

次に、その種子を栽培して得られた約3,000粒の種子

をCd濃度が高い土壌で栽培しました。それぞれの個

体から収穫した玄米のCd濃度を測定したところ、コシ

ヒカリの玄米Cd濃度の1/50以下となる3個体を見つ

けることができました。さらにこの3個体のうち、生育

の良かった2個体（lcd-kmt1、lcd-kmt2）をCd濃度の

異なるほ場（土壌中のCd濃度：0.35～1.4mg/kg）で

栽培したところ、コシヒカリの玄米Cd濃度がどの農地

でも基準値である0.4mg/kgを超えたのに比べ、

lcd-kmt変異体はその値を大幅に下回り、定量限界値

（0.01mg/kg）付近となりました（図１）。

　lcd-kmt変異体の優れた点は、Cd濃度が低いだけ

ではありません。草姿や収量等の農業上重要な性質

は、コシヒカリとほとんど同じです。図2にコシヒカリ、

lcd-kmt1、lcd-kmt2の稲体ともみ・玄米の写真を載

せましたが、見た目ではこれを識別することができま

せん。20名のパネラーによって食味を評価したところ、

カドミウムをほとんど吸収しない水稲の開発

ばくだい

玄
米
Cd
濃
度

図1　玄米のCd濃度
コシヒカリの玄米Cd濃度に対して、低Cd変異体(lcd-kmt1
とIcd-kmt2)は97％以上の低減率を示しています。
NDは定量限界値以下（<0.01mg/kg)を示す。



ともにコシヒカリと同等と判定されました。このように、

私たちは「コシヒカリの低カドミウム版」とも言える変

異体を作ることに成功しました。

低Cdの原因遺伝子を特定

　ではなぜ、lcd-kmt変異体は低Cdになったのでしょ

うか？ 植物の根の表面には、土の中の栄養素を根の

中へ運び込むためのトランスポーターと呼ばれるタン

パク質があります。Cdは通常、重金属トラン

スポーターと呼ばれるタンパク質を経由し

て根に吸収されます。面白いことに、得られ

た3つの変異体はすべて、このトランスポー

ターの遺伝子（OsNRAMP5）に変異が生じ

ていました。つまり、OsNRAMP5遺伝子がイ

オンビーム照射によって変異することで、ト

ランスポーターとしての機能が失われ、根か

らのCd吸収が抑制されたのです（図3）。な

お、マンガン吸収も同時に抑制されますが、

生育には影響がありませんでした。

低Cdの性質は他の品種に導入可能

　この低Cdの変異遺伝子を他の品種に導入し、新た

な低Cd品種を作ることも可能です。その際、DNAマー

カーが有効なツールになります。DNAマーカーとは、

各個体が持つ特有の塩基配列を示します。低Cd変異

体のOsNRAMP5は、コシヒカリや他の品種とは異なる

塩基配列を持っています。それを

低Cdの性質を持つ目印として育種

に利用するのです。例えば、Aとい

う品種を低Cdに変えたいとします。

A品種を低Cd変異体のどれかと交

配し、さらに得られた個体をA品種

と交配します。同様に得られた個

体をA品種と繰り返し戻し交配す

ると、他の遺伝子はA品種と同様

で低Cd遺伝子のみを持つ個体が

出現します。その個体はDNAマーカーを使うことで簡

単に見つけることができます。

　このようにして、低Cd遺伝子は、日本のみならず、世

界中のイネ品種に入れることが可能です。それにより、

多くの人々のCd摂取による健康被害リスクを最小限

にすることができると期待しています。
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カドミウムをほとんど吸収しない水稲の開発

図2　コシヒカリと低Cd変異体の比較
低Cd変異体（Icd-kmt1、Icd-kmt２）の
生育は、コシヒカリと有意差がなく、も
みや玄米の外観形質にも違いはありま
せん。

図3　低カドミウムコシヒカリのカドミウム吸収制御のしくみ
低カドミウムコシヒカリは、トランスポータータンパク質の機能が
失われ、根のカドミウム吸収が制御されたため、玄米や稲わらへの
カドミウム蓄積が少なくなります。

もみ・玄米の外観
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RIイメージング技術

　RIイメージング技術とは、放射線を使って人の目で

は見ることのできない物体の内部やその様子を映像

化（イメージング）する技術を言います。映像化の方

法は主に二通りあります。一つは物体に放射線を当て

て、その透過率を画像化する、いわゆる「レントゲン」

のような方法、もう一つは物体の内部から出される放

射線を検出器で測定し、それをデジタル信号等に変

換して画像化する方法です。後者の代表例として、が

んなどの早期診断に使われている「PET（ポジトロン

断層撮影法）」が挙げられます。これはポジトロン（陽

電子）を放出する放射性物質の体内での分布を撮影

する方法で、がん細胞の存在や大きさ、位置情報を画

像としてとらえることが可能です。このように医学の分

野ではイメージング技術が非常に役立っています。

イネ体内のCdの動きを見る

　最近、この技術が植物体内を移動する物質の動き

をとらえることにも応用できることがわかり、（独）日

本原子力研究開発機構高崎量子応用研究所では、植

物版PET用の計測装置を開発しました。この装置は、

サイクロトロンと呼ばれる機器で製造したポジ

トロン放射性の物質を植物に与えると、その

物質の植物体内での動きをビデオカメラのよ

うに連続して撮影することができます。私達は

この装置を使って、環境汚染物質であるカドミ

ウム（Cd）がイネ体内をどのように動くかを観

察しました。Cdが根からコメに輸送される様

子がわかれば、コメのCd濃度を低減させるた

めの重要な情報になると考えたからです。

　Cdがコメに蓄積する量はイネ品種によって

大きく異なります。コシヒカリなどの国産品種

は比較的少ない一方、多く蓄積するCd高集積のイネ

も海外には存在します。そこで、コシヒカリとCd高集

積系統の根にポジトロン放射性核種である107Cdを吸

収させ、稲穂へのCd集積パターンを画像化しました

（図１）。107Cdを与えてから6時間後、まだCdは見えま

せんが、12時間後ではCd高集積系統の節の部分にか

すかな青色が見え始め、18時間後では節が赤く染ま

り、Cdが多量に集積する一方、穂にもCdが進行し、高

い濃度で蓄積して行く様子が見えます。一方、コシヒカ

リの稲穂では、非常にゆっくりとCdが進行し、集積量

も少ないことが見てわかります。このようにイネ体内で

のCdの動きの品種による違いを、撮影することに初め

て成功しました。この結果は、研究所のwebサイトで

動画として見ることができます。

（http://www.niaes.affrc.go.jp/techdoc/movie/

cd_in_rice.html）

イネ体内のカドミウムの動きを観察する

図１　稲穂へのカドミウム集積イメージング

A: コシヒカリ
B: Cd高集積系統 低 カドミウム濃度 高
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世界初の微生物を利用したN2O削減技術

　一酸化二窒素（亜酸化窒素：N2O）は二酸化炭素

の約300倍の温室効果を持つ強力な温室効果ガスで、

現在の温室効果への寄与はCO2、メタンについで3番

目に大きいことが知られています。また、N2Oはオゾン

層の破壊の原因物質でもあります。産業革命以前の

N2O濃度は270ppbv（1ppbvは体積比で10億分の1）

でしたが、現在の大気中濃度は約319ppbvであり、急

激に増加しつつあることが知られています。

　N2Oの人為的発生源のうち、最大のものは農業であ

り、肥料を使用した土壌や家畜排せつ物の堆肥化の

過程などから出るN2Oの量は、地球全体の人為的発

生量の約40～60%を占めると推定されています。この

ため、農耕地から発生するN2Oを削減する技術の開

発は重要な課題となっています。今までに、肥料の種

類を変える（硝化抑制剤入り肥料の利用）等による

N2Oの削減方法が提案されていますが、農業現場へ

の普及には至っていません。一方、微生物のなかには

N2Oを窒素ガス（N2）に還元するものが知られており、

この微生物が持つN2O還元酵素を用いてN2Oを削減

できる可能性が指摘されていましたが、これを実際に

野外で実証した例はありませんでした。今回、（独）農

業環境技術研究所（農環研）と東北大学の共同研究

により、世界で初めて微生物を使ってN2Oを削減する

方法を開発しました。

N2OをN2（窒素ガス）に還元する根粒菌

　農耕地において、N2Oはおもに化学肥料や有機肥

料の使用や、作物の収穫残さから発生しています。一

方、ダイズには細菌の一種である根粒菌が共生し、根

に作った根粒（写真1）という共生組織で、空気中の窒

素を植物が利用できる形に変えています。ダイズ畑に

おいては、収穫期にダイズの根についている窒素分の

豊富な根粒が崩壊する（腐る）ことにより、多くのN2O

根粒菌による温室効果ガスの削減
ーダイズ畑から出るN2Oの新しい削除技術ー

図1　根粒菌によるN2O削減
N2O還元酸素を持たない土着根粒菌の場合は、ダイズ根粒が崩壊する際にN2Oを
多く発生するが、開発した根粒菌は、N2OをN2（窒素ガス）に変換する。



が発生しています。

　東北大学では、これまでの研究で、根粒菌のなかに

はN2O還元酵素を持つものと持たないものがいること

を明らかにしました。さらにN2O還元酵素を持つ根粒

菌によって作られる根粒がN2Oを除去することも発見

しました。これらの研究過程で、N2O還元酵素の活性

を高めることにより、ダイズ畑から発生するN2Oを抑

制できるのではないかと考えました（図1）。

　一方、農環研では、農耕地から出るN2Oを精密に測

定する技術や、環境中の微生物をDNAレベルで追跡

する手法を開発していました。農耕地土壌から発生す

るN2Oの量は季節変動が大きいため、それを精度良く

定量するためには、高頻度に年間を通して測定するこ

とが望ましいと考えられます。しかし、一般的な手動

の測定法では多大な労力がかかり、測定頻度や期間

を十分にとることが困難です。そこで、農環研では、高

頻度かつ通年測定が可能な自動連続モニタリング装

置を用いた高精度モニタリング法や、より小型で低コ

ストながら、自動でサンプル採集を行う可搬型ガスサ

ンプリング装置を開発していました。

　微生物によるN2O削減技術を開発するには、細胞

レベルで起こる現象をほ場で評価する必要、すなわち、

ゲノムサイエンスからフィールドサイエンスに至る広範

囲な研究手法を統合的に展開する必要があります。そ

こで、東北大と農環研が共同でN2O削減技術の開発

に取り組みました。

実験室から農家規模の畑へ

　まず、東北大はN2O還元酵素の活性を元株の7～ 

11倍に上昇させたダイズ根粒菌（nosZ強化株、nosZは

N2O還元酵素遺伝子のこと）を開発しました。さらに、

この根粒菌を接種したダイズを実験室内で栽培し、イ

ンキュベーション実験により、開発した根粒菌がN2O

濃度を減少させることを証明しました。

　これを受けて、実際の農地でN2Oの発生を削減で

きるかどうかについて、農環研のほ場で実証試験を行

いました。実験室での実験結果をほ場で再現するに

あたっての課題は、根粒菌の接種を大規模で効率よく

行う方法、および接種した根粒菌が実際のダイズ畑に

おいてどの程度根粒を形成するかを検定する方法の

開発でした。日本の食生活に欠かせないダイズは日

本中で古くから栽培されてきており、日本の土壌中に

は土着のダイズ根粒菌がたくさん住んでいます。この

ため、培養した根粒菌をほ場にまいてダイズ種子を植
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写真1　ダイズ根に着生
　　　   している根粒
この根粒の中に根粒菌とい
う微生物が共生して、ダイズ
に窒素を供給している。

写真1　
　　　
この根
う微生
に窒素

写真2　 強化株ダイズ根粒菌の接種
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えても、まいた根粒菌はほとんど根粒を作ることがで

きず、土壌に数多く生息している土着の根粒菌が根粒

を形成してしまいます。この問題を解決するため、私

たちは、バーミキュライトや土壌を詰めた生分解性の

ポットにダイズ種子を植え、nosZ強化株ダイズ根粒菌

を培養液ごと直接種子に滴下しました（写真2）。この

方法により、目的とする根粒菌に効率よく根粒を作ら

せることに成功しました。さらに、このダイズ苗を2週

間程度育苗し、ほ場に移植して栽培を行いました。接

種した根粒菌がほ場で栽培しているダイズの根にどの

程度根粒を作っているかを検定する方法については、

東北大と共同でゲノム情報による検定法を開発しまし

た。この検定により、接種した根粒菌がほ場で栽培し

ているダイズの根に根粒を形成していることが確認で

きました。

　これらの方法を用いて、まず小規模ほ場（nosZ活性

を欠いた土着ダイズ根粒菌が大多数を占める黒ボク

土）で実験を行いました。この実験では、nosZ強化株

を用いることで収穫後のN2O発生を無処理にくらべて

43％削減できました。次に農家規模のほ場（黒ボク

土）で試験をしたところ、nosZ強化株を用いることに

根粒菌による温室効果ガスの削減   ーダイズ畑から出るN2Oの新しい削除技術ー

より、収穫後のN2O発生を47％削減することに成功し

ました（写真3、図2）。

削減技術の実用化に向けて

　ここ数年、ヨーロッパ諸国においても根粒菌を使っ

たN2O削減の研究が始まるなど、世界的に微生物を

利用したN2O削減技術への期待が高まっています。し

かし、私たちは、N2O還元酵素を強化した根粒菌を育

成しほ場規模の実証実験によりN2Oの削減を証明す

るなど、世界をリードしています。今後は、この技術の

実用化に向けて、根粒菌のダイズへの接種方法の改

良などの研究を進めていく予定です。

写真3　根粒菌を接種したダイズほ場および
　　　　N2O発生量モニタリング装置

図2　根粒菌の接種によるダイズ収穫後N2O発生削減

発
生
量

N2O

(kgN/ha)



　（独）農業環境技術研究所では、研究成果発表会

を2年に一度東京で開催し、研究所が取り組む農業

環境研究のおもな成果について、一般の方々に分かり

やすく紹介しています。2012年は、「いのちと暮らし

を守る農業環境」をテーマとして、11月30日（金）、新

宿明治安田生命ホール（東京都新宿区）において開

催しました。2011年の東京電力福島第一原子力発電

所事故による農地や農作物の放射性物質汚染など、

国民の食の安全に対する関心が高まるなか、研究所

では、農業生産を支える環境を保全し改善するため

の研究開発を進めています。今回の成果発表会では、

身近ないのちと暮らしに直結する５つのトピックス、

土壌－植物系での放射性セシウムの挙動とその変動

要因、原発事故から１年半～農地の現状、カドミウム

をほとんど吸収しない水稲の開発、セイタカアワダチ

ソウを抑えて在来植生に戻す、歴史地図にみる関東の

里山と農村の今昔を紹介しました。

　前回（2010年）に引き続き、サイエンスライターであ

り農林水産技術会議の委員も務める松永和紀氏をお

招きして、研究者と聴衆の橋渡しをお願いしました。

松永氏により会場から多くの質問や意見が引き出さ

れ、活発な質疑が交わされました。参加者へのアン

ケートでは、このような科学のコミュニケーションの場

を今後も実施してほしい、長期にわたる研究を粘り強

く続けてほしいなど、好意的な意見や今後の活動へ

の期待が寄せられました。

　　　　　　　　　（企画戦略室長　山本 勝利）

報  告
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農業環境技術研究所　研究成果発表会2012
いのちと暮らしを守る農業環境

　1月22日（火）、静岡市のグランシップにおいて、

「農業環境技術公開セミナー in 静岡 －生産性と環

境保全を両立する茶園のエコ管理－」を静岡県農林

技術研究所との共催、（独）農業・食品産業技術総合

研究機構 野菜茶業研究所の後援で開催しました。こ

のセミナーは、研究成果を広く一般に紹介するととも

に、その普及にあたる都道府県・市町村の方 と々の連

携を深めることを目的としています。これまでに福島

県、滋賀県、熊本県、千葉県で開催し、それぞれの地

域と関係の深い成果を紹介してきました。今回のセミ

ナーには146名もの参加者があり、茶園に対する関心

の高さがうかがわれました。

　静岡県の茶園では、お茶の品質を高めるため、スス

キなどの草を茶園の畝間に敷いています。その草を確

保するため、「茶草場」と呼ばれる草地が維持されて

おり、多様な生物が生息する場となっています。セミ

ナーでは、茶草場の重要性について、生物多様性およ

び高品質なお茶を生産する観点から、世界農業遺産

への登録を目指した取り組みなども交えて紹介されま

した。また、農地および茶園から発生する一酸化二窒

素の削減対策、茶園周辺の地下水水質の向上に関す

る最新の知見が紹介され、生産性と環境保全の両立

について討議されました。一酸化二窒素の発生抑制

と茶草を使った茶園管理を結びつけた研究に期待が

寄せられるなど、熱心な討議が行われました。

　　　　　　　　　（連携推進室長　川崎　晃）

報  告
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農業環境技術公開セミナー in 静岡
生産性と環境保全を両立する茶園のエコ管理



　生分解性プラスチック（生プラ）は、微生物の働き

で自然に分解するため、利用後に回収と処理がいらな

い資材として、主に農業用マルチフィルムなどに使わ

れています。しかし、思うように分解しない、あるいは

逆に使用中に分解しすぎてしまうなど、問題となる場

合がありました。(独)農業環境技術研究所では生プラ

の分解制御に取り組み、これまでに生プラを強力に分

解する微生物を発見、生プラ分解酵素を大量生産し、

農地の生プラマルチフィルムを短時間で分解すること

に成功しました。

このセミナーで

は、研究所の

研究成果を紹

介するとともに、生プラにかかわる行政、製造・販売

者、ユーザーなどの参加を得て、生プラ資材の海外や

国内の動向や、実用化に向けての課題を議論しました。

　　　　　（生物生態機能研究領域長　藤井 毅）
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環境に優しい農業と暮らしに役立つ
生分解性プラスチック利用促進技術の最前線

　地球規模で進む温暖化などの気候変動に対応する

ため、農林水産省では平成22年度からプロジェクト

研究「気候変動に対応した循環型食料生産等の確立

のための技術開発」により、その取り組みを強化して

おり、プロジェクトは農環研ほか農林水産省が主管す

る5つの研究機関が中核となって実施しています。昨

年12月10日には、これまでの取り組みや成果について

広く紹介することを目的に、東京国際フォーラムにお

いて、研究成果発表会「農林水産業は気候変動にど

う対応するか？」を開催しました。農･林･水の各分野

からの7講演と78のポスター発表に対し、187名の一

般からの参加者があり、182名のプロジェクト関係者

と活発な意見交換を行うことができました。

　　　　　　　（研究コーディネータ　八木 一行）

報  告
農林水産業は気候変動にどう対応するか？
農林水産省委託プロジェクト研究発表会

酵素処理 水処理

　2月20日につくば農林ホールで土・水研究会を開催

し、公設研究機関をはじめ170名の方々にご参加頂き

ました。化学肥料や農薬の使用量を減らした効果が、

地下水や河川の水質にどう現れるのかを、モデルで予

測できれば、水質保全の対策を検討する上で有効で

す。そうした視点から、今回はモデルの開発と活用に

焦点をあてました。北海道大学の波多野隆介教授に

よる基調講演「流域環境負荷低減における物質動態

モデルの役割と開発の現状」に続き、滋賀県琵琶湖

環境科学研究センターの佐藤祐一研究員、東京農工

大学の渡邉裕純教授、総合地球環境学研究所の今

川智絵研究員から、それぞれ開発・活用されている物

質動態モデルをご紹介頂くとともに、愛知県農業総合

試験場の糟谷真宏環境安全研究室長から、水質保全

の現状と数理モデル開発への期待についてご講演頂

きました。農環研からも、江口定夫主任研究員と板橋

直主任研究員が、開発中のモデルやその活用例を発

表し、総合討論では、各モデルに共通する課題などに

ついて議論を深めました。

　　　　　　（物質循環研究領域長　井手　任）

報  告第30回  土・水研究会
流域の環境負荷低減のための物質動態モデルの開発と活用

農林水産技術会議事務局
小林局長による開会挨拶



2012年  度日本リスク研究学会奨励賞　
有機化学物質研究領域　永井孝志 主任研究員
　日本リスク研究学会は、防災、医療、公衆衛生、安全、公害、環境汚染などのリスク問題を個別
の学問分野（自然科学、医学、工学、社会科学など）を越えて学際的に、かつ国際的な視野を
もって取り扱おうとする学会です。永井研究員は、化学物質が生態系へ与えるリスクの評価に確
率論的評価を取り入れ、生物多様性への影響を「影響を受ける種の割合」という指標を用いて
定量化した研究が評価され、受賞しました。

平成24年度（第5回）  農環研若手研究者奨励賞
　この賞は、研究所内の若手研究者の活性化を図るため、(独)農業環境技術研究所に勤務する40歳以下の研究
職職員および農環研特別研究員（いわゆるポスドク）の中から、とくに優れた業績をあげた者を表彰するものです。

職員の部：
生物多様性研究領域　加茂綱嗣 主任研究員
　生理活性物質（他の生物に何らかの
影響を与える化合物）を植物から単離
し、その化学構造を明らかにする研究を
行うなかで、肥料や農薬として長く利用
されてきた合成化合物であるシアナミドが、実は植物
中でも作られていることを明らかにしました。

生態系計測研究領域　坂本利弘 主任研究員
　食料の大半を海外に依存する日本に
とって、衛星観測データは、海外の農作
物の生育状況をいち早く知るための重
要な情報源です。受賞者は、高頻度観測
衛星データ(MODIS)を用いて、アメリカの飼料トウモ
ロコシについて、郡ごとの単位収量を広域で精度良く
推定する手法を開発しました。

農業環境インベントリーセンター　
高田裕介 研究員
　デジタル農耕地土壌図の整備更新を
進め、インターネット上で公開すること
で、土壌情報の利活用を促進しました。
また、この土壌図を活用して、農地土壌
中の放射性物質濃度の分布図を作成することで、国
や地方自治体の汚染対策や農地除染計画の策定に大
きく貢献しました。

特別研究員の部：物質循環研究領域　
内田義崇　特別研究員（現：北海道大学）
　一酸化二窒素（亜酸化窒素：N2O）は
温室効果ガスであり、農耕地はN2Oの
最大の人為的発生源です。受賞者らは
東北大学と共同で、世界で初めて微生
物を用いたN2Oの削減法を開発し、ダイズ根粒菌を用
いて圃場レベルでのN2O削減効果を実証しました。

報  告
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受賞報告

　2月25日（月）、つくば国際会議場で上記の研究会

を開催し、約80名が参加しました。研究会は、科学技

術振興機構バイオサイエンスデータベースセンター

（NBDC）の高木 副センター長の基調講演の後、国立

遺伝学研究所の菅原教授の司会により、農業環境技

術研究所の5人から、環境データベースの統合の現状、

研究所が取り組んできたデータベースの横断的活用

法、さらには現在進めているデータベース統合の概要

を紹介しました。また、最新のIT技術を活用して開発

中の情報発信システムのデモを行い、参加者に「デー

タベースの統合」を実感していただきました。

　総合討論では、発信した情報がどのように利用され

ているかを確認する方法など、公開にともなう課題に

ついて情報交換がなされました。　　

（農業環境インベントリーセンター長 　對馬 誠也）

第3回  農業環境インベントリー研究会
農業環境情報の統合データベース構築

報  告

農業環境インベントリー研究会恒例の
土壌・昆虫・微生物標本の展示と研究紹介
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　平成24年12月8日（土）、イーアスつくば内にある

ウィズガーデンつくばにおいて、第5回農環研サイエ

ンスカフェ「生き物の世界を分類するまなざし」を開

催しました。

　話題を提供した 生態系計測研究領域の三中信宏

上席研究員は、生物分類学の視点である「分ける」や

「系統だてる」ということが、じつは人間の根源的な欲

求であることを、生き物だけでなく家系図やインスタ

ントラーメンの系譜といった日常的な例をあげて解説

し、参加した27人の方々は、第一線の研究者が提供す

る知的世界の間口の広さと奥行きに魅了されていま

した。　　　　         　（広報情報室　広報グループ）

農環研サイエンスカフェ

三中
上席研究員
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筑波農林団地研究所では、科学技術週間にともない一斉に一般公開を行います。
（独）農業環境技術研究所では、「未来につなげよう  安全な農業と環境」をテーマに
4月19（金）に開催いたします。子どもからおとなまで、見て・さわって・聞いて・話して、
農環研の研究をお楽しみください。

一般公開のご案内一般公開のご案内
2013年

４月19日（金）2013年

４月19日（金）

展

示・
実演・体験

ミ
ニ
講

演（
各25分）

田んぼをきれいにするイネ
カドミウム汚染土壌の浄化

農業と環境を考える
ー最新研究成果パネルの展示ー古地図に見る

つくば・牛久の環境変化
（10：30 ～／13：30 ～）

害虫を農薬に強くする
微生物

（11：00 ～／14：00 ～）

百聞は一見にしかず
ー古地図と衛星に見る環境変化ー

土の中の
挙動不審な水を追え！

農業環境インベントリー
展示館見学

アンケートに
ご協力くださった方に
パンジーの苗を
プレゼントします。

イネと温暖化とCO2

「雑草」植物園小さな生き物たちに
秘められた力

土壌の病気をやっつける

10:00~16:0010:00~16:00
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